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献辞

北海道大学経済学博士酒井一夫先生は53年 4月 1日をもって定年退官され

ることになった。

先生は昭和16年 3月京都帝国大学経済学部を卒業後，同大学院に入学し研

究に従事されたが，同大学院在学中に応召された。

戦後復員され，国民経済研究協会，経済安定本部の研究員を経て，昭和24

年 8月北海道大学法実学部経済学科に助教援として迎えられた。

それ以来29年間，今日の経済学部の創成と発展に尽され，昭和36年 7月教

援に昇任し，貨幣・金融論講座を担当されてきた。この間大学院経済学研究

科をも併せ担当され，学部学生のみならず，大学院学生の指導にも熱意をも

ってあたられ，十指を数える研究者をはじめ多くの優秀な人材を，学界や社

会に送りだされている O

先生の研究業績は貨幣・金融問題を中心に多方面にわたっているが，特に

金問題とインプレーションおよび国際通貨論については常に学会の第 l線で

理論的研究と論争をリードされてきた。その関連する著書，学術論文は60編

余を数え，昭和36年 7月刊行の『金の物価形成理論』により北海道大学から

経済学博士の学位を援与されている O

先生の研究業績は 3 第 1に，専攻の貨幣・金融論の分野では，昭和31年以

来日数年つづき，全国的に多数の学者が参加して展開されてきた，1現代不換

銀行券論争」において，論争点がもっぱら不換銀行券の本質と運動法則に集

中していた欠陥と一面性を来Lし，貨幣・信用の立体的構造一預金通貨と不換

銀行券の立体的・二重構造ーを理論的・歴史的に検証し，この論争を理論的

に整序・発展させ， J .M.ケインズの「管理通貨論」をも研究の射程に収め

て現代物価構造の「実質性」と「名目性」との多元重層性あるいは変動為替

椙場制下の国際通貨=不換ドノレの本質と流通根拠を解明する重大な方法論を

提示された。第 2に，地域経済の研究分野では，北海道経済と資金循環の構



11 

治分析に対する貨幣・金融の基礎灘論の応fI3，北海道拓殖銀行史の監修・指

導がその代表的業績であろう O

さらに，学舟運営においては，前述の学部の創設・整備のほかに，

〈昭和40年 4月~級生子3月〉大学院委員会委員(昭和47年 3}j ~49年 3 月，

|司昨年4月および経済学部長薬事務取扱・大学説経済学研究科長率務取扱

鰻・ 47年 3 月 ~49年 3 月〉として大学行設の枢機aに参議され，学部および大

・発段、に多大の実戴会なさlれた。

他方，学外にあっては，北梅道総合議発委員会委員，北語道地方労働議委員

会公諮委員，北語道総会経済研究所特別研究員および北海道関定資産評髄審

られき地域社会の発展にも寄与された。

認和50年 1月から 2葉耳，日本学術会議会員として

わが国 の自治向上に議議議されるとともに，金融学会，

・大会役員として

学界の発震に寄与されている O

われわれはいまここに学部創成期いらL -学部連営と改革に孜

々として励まれ，後身を励まし p 指導してこられた先生をニLノレムの学障から

送りださねばならぬことに絞家の感を禁じえなし、。幸いに，北海溝の山スキ

ーをこよなく愛された先生の身心は若者を凌ぐようにお見うけする。

は退官後も研究・教育話欝を統げられるとうかがっている。学術会議会員と

しても愈々先生のご活麗が期待できる。今後もこれまでどおりお元気でわれ

われ後身合ご指導下さるようお願いして，先生ご議官の記念論文集の組辞と

したし、。

昭和53年 3月

松井安信


